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裁縫技術のマスターカード 
―かがり縫い・まつり縫い・スナップ付け― 

 

加藤祥子 伊藤真実子＊ 川野倫枝＊ 

 

1. はじめに 

本学家庭科の学生に裁縫技術のアンケート調査を行ったところ、現行の学習指導要領の提示す

る目標に達しているとは言い難い結果となった。「正しいボタン付けができない」「衣服のほつれ

の補修ができない」「アイロンをかけることを知らない」などのできない、知らない技術が多くあ

る。義務教育段階において学習する裁縫技術が身に付いていなければ、衣服の簡単な補修をする

ことはできない。 

現行の中学校学習指導要領 技術・家庭 家庭分野に掲げる目標には「目的に応じた縫い方や製

作方法などについて工夫し実践できるようにする」1)とある。小学校段階での習得が見込まれる玉

結びや玉どめ、なみ縫いだけでは目的に応じた縫い方はできない。衣服のほつれを補修できるた

めに、かがり縫いやまつり縫いを義務教育修了時の中学校第 3 学年で復習し、習得することが望

ましい。裁縫技術を習得し、実際に使うことができる教材が必要である。 

手縫いの裁縫技術を確実に習得することができる（文字、図、写真を用いて説明した）説明資

料を開発する。本研究で本学家庭科 1 年生の裁縫技術における現状分析より身に付いていない裁

縫技術を抜粋し、説明資料を作成していく。また、生活の役に立つ裁縫技術を把握するために保

護者向けのアンケートを行った。この結果より、生活に役立つ裁縫技術の説明資料についても検

討していく。 

 

2. 開発にあたって 

身に付いていないと思われる裁縫技術及び生活に役立つとされる裁縫技術の習得を目指すにあ

たり、説明資料は 1つの裁縫技術が A4 用紙表面のみに収まるようにし、読むことに時間がかから

ないように配慮する。対象は中学生とし、生徒自身が手元で確認しながら作業を行うことができ、

集中して読むことができるように情報量が多くなりすぎないことを目指した。1 つの裁縫技術に

ついて盛り込む情報量を 小限にして、写真と図を用いた説明書を開発する。裁縫技術を習得（マ

スター）することを目的とし、A4 用紙 1枚のカードでできているため、以下、説明資料をマスタ

ーカードと呼ぶ。 

 

3. 裁縫技術の選定 

 図 1 は現状分析で使用したアンケートであり、図 2 はその結果である。対象は本学家庭科 1 年

生 46 名であった。小学校での既習範囲である玉結び、玉どめ、なみ縫いでは 9割以上の者が「正
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しく行えると思う」と回答した。一方、小学校で学ぶ かがり縫い、中学校で学ぶ まつり縫い、

スナップ付けでは「正しく行えると思う」という回答が 4 割に満たない結果となった。衣服の補

修で使用する機会が多いかがり縫い、まつり縫い、スナップ付けは習得しておきたい裁縫技術で

ある。 

 

 

 

 

図 3 は義務教育を修了した本学家庭科 1 年生の、四つ穴スナップ付けの習得度を調査した結果

である。本学家庭科1年生46名を対象とし、実際にスナップ付けを行うことで習得度を調査した。

スナップ付けを正しく行うことができて

いない被験者は 74％となり、図 2 の正し

くできないと感じている回答は 78％に近

い結果となった。 

 図 4 はスナップ付けを正しく行えていな

い例である。左から順に、スナップを付け

る向きが間違っているもの、スナップの付け

方を知らないもの、糸が表に出てしまってい

るもの、糸が絡まっているものである。 

 

   

 

図 2 アンケートの結果 

図 1 本学家庭科 1 年生を対象としたアンケート 

図 4 スナップ付けを正しく行えていない例

図 3 四つ穴スナップ付けの習得度 
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図 5～7 は本学家庭科学生の保護者 62 名を対象としたアンケート結果である。図 5 は、役に立

っている裁縫技術のアンケート結果である。役に立っている裁縫技術は玉結び、玉どめ、ボタン

付けが 9 割、なみ縫い、まつり縫いが 7 割、スナップ付けとアイロンがけが 6 割を超える結果と

なった。これらの裁縫技術の回答数が多かったのは、衣服の補修や作品製作の際に使われるため

だと考える。 

 図 6 は、子どもに身に付けさせたい裁縫技術のアンケート結果である。子どもに身に付けさせ

たい裁縫技術における回答は玉結び、ボタン付け、アイロンがけが 9割、玉どめ、なみ縫い、ス

ナップ付けが 8割、本返し縫い、まつり縫いが 7割という結果になった。子どもに身に付けさせ

たい裁縫技術としてほとんどの裁縫技術が挙げられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 図 7 は、子どもに裁縫技術を身に

付けさせたい理由のアンケート結

果である。裁縫技術を身に付けさせ

たい理由として「自分でできるよう

になって欲しいから」という理由が

1番多かった。自立を目指す家庭分

野において、自分でできるようにな

って欲しいという保護者の願いか

ら、裁縫技術の確実な習得を目指し

たい。 

のとめ 

図 5 役に立っている裁縫技術 
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図 6 子どもに身に付けさせたい裁縫技術 
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図 7 子どもに裁縫技術を身に付けさせたい理由
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 本学家庭科学生対象のアンケート及び裁縫技術の習得度、保護者を対象としたアンケートを総

合的に検討し、生活に役立つが習得が難しいと思われる「かがり縫い」「まつり縫い」「スナップ

付け」の 3種類の説明資料を開発し、裁縫技術の習得に繋げたい。 

 

4. 実験方法 

 実験対象は本学家庭科 1年生 48 名とした。被験者はカラー印刷されたマスターカードを見なが

ら個々で各技術を行う。被験者からの製作中の質問は受け付けず、製作後のアンケートに記述す

ることとし、実験者は実験中の様子の観察、各技術の出来具合、製作後のアンケートについて調

査を行った。実験中の様子の観察において、かがり縫いは「針を軸にして布を巻き付けることが

できているか」「複数回巻き付けてから針を抜いているか」を観察する。まつり縫い、スナップ付

けは、失敗してしまう理由やできていない箇所を観察する。各技術の出来具合も確認し、製作後

のアンケートを検討した。 

実験者はシーチング（縦 10cm×横 10cm）とマスターカードを用意し、被験者は手縫い針（もめ

んえりしめ）、手縫い糸（30 番手）、糸切りばさみ、方眼定規、チャコペンを用いて実験に参加し

た。 

 

5. 実験及び結果と考察 

 マスターカード第 1 版を用いて行った実験結果を検討し、第 2 版を作成するため反省点と改善

点を考察する。かがり縫い、まつり縫い、スナップ付け、各裁縫技術の特に着目する箇所を抜粋

して記載する。改良後のマスターカード第 2 版はそのまま授業で使用することができるように、

図番号を省略して稿末に掲載する。 

5.1 かがり縫いの反省点と改善点 

 かがり縫い工程①「刺す！」 

反省点：布を 5mm の線で折ってからかがり縫いを

している被験者がみられた。マスターカードの指

示通りに行えていれば布は 5mm の半分の 2.5mm で

折れる。「布の端から 5mm のところに線を引く」と

記述があるため線を引き、引いた線で折ってしま

ったことが原因と考えられる。 

改善点：「布は折らずに始める」という注意書きの

吹き出しを追加し、布を折らずに始めることが分

かるようにした。吹き出しを 1 つから 3 つへ増や

した。 

  図 8 マスターカード第 1 版 
かがり縫い工程① 
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かがり縫い工程②「引っ張る！」 

反省点：「布の整え方が分からない」「糸こきと同じ

なのか」という意見があった。第 1版の写真では指

の写真がないことで分かりにくかったと考えられ

る。また、かがり縫いをした後に布が縮んでいる被

験者が6割以上いたことから糸を強く引きすぎてし

まったことが原因と考えられる。 

改善点：第 2版では実際にかがり縫いを行っている

写真に差し替え、表と裏の両方の写真を掲載して理

解度の向上を図る。「糸はきつく引っ張りすぎない」

という吹き出しを 1 つ加え、布が縮むことを防ぐ。

どの向きで縫い進めているのか分かりやすくする    

ため、写真には「表」「裏」を太字で書き加えた。 

 

 かがり縫い工程④「糸の処理」 

反省点：第 1版では表と裏の写真を 1枚ずつ掲載し

ていたが、「どこをやっている様子なのか分からな

い」という意見があった。写真が拡大されていない

ために分かりにくかったと考えられる。「『小さくす

る』は何のためか」という被験者からの疑問があっ

たことから、理由とともに吹き出しに入れる必要が

あることが分かった。 

改善点：アンケート結果を受けて針を刺している写

真、拡大写真、布の裏で玉どめをしている写真を 3

枚追加した。より細かく手順を分けた写真を載せる

ことで分かりにくさの解消を図る。また、「小さく

する」から「表に大きく見えないようにしよう！」

という表記に変更する。 

 

図 9 マスターカード第 1 版 
かがり縫い工程③ 

図 10 マスターカード第 1 版 
かがり縫い工程④ 
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5.2 まつり縫いの反省点と改善点 

 まつり縫い工程②「すくう！」 

反省点：実験の結果より、縦糸をすくいすぎてし

まい、表に大きく見えてしまっている被験者がい

た。「縦糸を 1～2本すくう！」という表記はある

が、実際に縦糸が 1～2 本すくわれた様子が分か

りにくかったことが原因と考えられた。 

改善点：出来上がり面（表）の写真も記載するこ

とで布のすくいすぎを防ぐことができるように

する。第 2版ではイラストと写真を対応させなが

ら進めることができるように、イラストと写真を

隣に配置した。写真を 1枚から 3枚に増やし、吹

き出しを 2つにした。拡大した図と詳しい説明を

加え、分かりやすくする。 

 

 

まつり縫い工程③「戻る！」 

反省点：実験の観察中に、布を体に対して垂直に

持っている被験者が複数見られた。布を持って行

っている写真がないため、被験者独自の方法で布

を持ったと推測する。また、マスターカード第 1

版では説明文が長く、分かりにくいという意見が

あった。 

改善点：針を持っている写真に差し替えることで

持ち方が分かるようにする。マスターカード第 2

版では説明文を 2 行に分けて手順を理解しやすく

した。同じ角度、長さで縫うことができるように

三角形の図を追加した。マスターカード第 1 版で

は、まつり縫いの幅を深くし、見やすいように縫

い目を強調して縫った写真を使用した。第 2 版で

は浅い幅と広い間隔で縫った正しいまつり縫いの

写真を使用することとした。 

 

  

図 11 マスターカード第 1 版 
まつり縫い工程② 

図 12 マスターカード第 1 版 
まつり縫い工程③ 
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 まつり縫い工程⑤「玉どめをする！」 

反省点：半数以上の被験者が玉どめを隠すことが

できていなかった。玉どめをしてそのまま糸を上

に向けて切ってしまったことが原因と考えられる。 

改善点：「玉どめをした後に手前の布に針を通し、

通したところで糸を切る」という説明に変更した。

また「玉どめが隠れるように」という吹き出しを

追加した。写真を 2 枚から 4 枚に増やし、分かり

やすくした。工程【3】、工程【4】と同じように、

文を 2行にして内容で分け、理解しやすくした。 

 

 

 

 

 

5.3 スナップ付けの反省点と改善点 

スナップ付け工程①「固定！」 

反省点：途中で糸が絡まってしまう被験者が多くみられた。糸が絡まってしまうと直しが必要と

なるため、改善する必要がある。また、実験後の出来具合において中心がずれている被験者がい

た。玉結びの上にスナップを置き、固定することができていないためと考えられる。 

改善点：糸が絡まることを防ぐため、糸の長さを「肩幅程度の長さ」と指定した。吹き出しを 2

つ付け、注意書きを書き加えた。第 2 版ではスナップを置く位置をイラストで表し、スナップを

付けたい位置からずれないようにした。 

 

 

 

図 13 マスターカード第 1 版 
まつり縫い工程⑤ 

図 14 マスターカード第 1 版 スナップ付け工程① 



― 20 ― 

スナップ付け工程②「巻き付ける！」 

反省点：「スナップの枠が分からな

い」「糸の巻き付け方が分からない」

という意見があった。実験中の観

察では、多くの被験者が糸を上に

引っ張り、スナップの縁取りが上

手くできていなかった。枠を固定

する順は、右回り（時計回り）に

付ける被験者と左回り（反時計回

り）に付ける被験者に分かれた。

迷っている被験者もみられた。ま

た、針に糸を数回巻き付け、玉ど

めのようにしている被験者がいた。 

改善点：「スナップの枠」から「スナップのフチ」と表記して分かりやすいようにした。「糸の巻

き付け方が分からない」という意見と針に数回糸を巻き付けている様子から、工程の題を「引っ

かける！」に変更した。写真に矢印を書き加えることで糸を引っかける方向がわかるようにし、

何度も糸を巻き付けることがないようにした。また糸は下に引っ張るように記述を変え、綺麗な

縁取りができるようにした。またスナップの進行方向は左回り（反時計回り）に統一し、迷いの

ないようにした。 

 

 スナップ付け工程④「隠す！」 

反省点：実験中の観察より、

隠れていない玉どめを無理矢

理スナップの下へ押し込んで

いる被験者がみられた。玉ど

めを隠すためにスナップの反

対側へ針を通すが、糸の引っ

張りが甘かったためスナップ

の下に玉どめが隠れなかった

と考える。 

改善点：「玉どめが見えないよ

うに」という吹き出しを追加

した。 

 

図 15 マスターカード第 1 版 スナップ付け工程② 

図 16 マスターカード第 1 版 スナップ付け工程④ 
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6． 改良後のマスターカード 

 図番号を省略し、稿末に掲載する。 
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